
滋賀県立大学｜環境科学部

地域活性化の仕掛人現場に赴くことにより見えてくる物事の本質 地域住民に計画やビジョンを届け、動かす

舞台は世界。『現場』でこそ見える問題がある。 服としあわせのシェアを目指します

生まれ育った街のために、自分ができること。滋賀県行政で環境の仕事をすることの誇り 企業が変わらなければ、社会は変えられない。

〒522-8533　彦根市八坂町2500
TEL: 0749-28-8200（代表）
HP: http://www.usp.ac.jp

在学生・卒業生が取り組んでいる

「問題」をHPでチェック！

表紙 裏表紙

“環境”で鍛えたチカラは、
社会のどこでも通用する。

https://depp-usp.com/
お問い合わせ E-mail: cssoffic@ses.usp.ac.jp（環境政策・計画学科控室）



問
題
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、答
え
だ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
、す
ぐ
に
答
え
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

で
も
、そ
ん
な
学
び
っ
て
楽
し
い
？

答
え
の
前
に
、誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
問
題
を
自
分
の
力
で
発
見
す
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
始
め
る
方
が
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
、

世
の
中
に
と
っ
て
も
価
値
あ
る
こ
と
だ
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

だ
か
ら
、机
に
か
じ
り
つ
く
前
に
、ま
ず
は
現
場
に
飛
び
出
す
。

そ
し
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
対
話
を
す
る
。

目
を
凝
ら
し
、耳
を
澄
ま
せ
ば
、

今
、自
分
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
が
き
っ
と
見
え
て
く
る
は
ず
。

一
言
で
は
表
し
き
れ
な
い
こ
の
学
び
を「
お
も
し
ろ
い
」と
感
じ
ら
れ
る
な
ら
、

４
年
間
で
磨
い
た
も
の
は
、必
ず
あ
な
た
の
武
器
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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環境の専門知識
を学ぶ

現場で役立つ
スキルを学ぶ

現場を実践的
に学ぶ

実際現場に立って、環境イベント
を企画・実施したり、市民の話し合
い（合意形成）の場で意見をまとめ
たりなど、実践的に学びます。

環境政策・計画学科では、基礎と
なる理論から専門的な内容まで、
広い範囲で学びます。

環境問題の現場では必須の、調査
やファシリテーションについてなど
の基礎知識を学びます。

環境政策・計画学科
学びのステップ

多
彩
な
視
角
を
持
っ
て

現
場
に
立
て
る
よ
う
に
、

幅
広
い
専
門
知
識
を
学
ぶ

環
境
問
題
と
は
、自
然
と
人
間
社
会
が
絡

み
合
っ
た
現
場
に
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
理
解
し
て
解
決
す
る
た
め

に
は
、自
然
生
態
系
の
挙
動
だ
け
で
な
く
、

人
間
社
会
の
制
度
や
仕
組
み
も
学
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
学
科
で
は
、多
彩

な
視
角
を
持
っ
て
現
場
に
立
て
る
よ
う

に
、幅
広
い
専
門
知
識
を
学
ぶ
科
目
は
も

ち
ろ
ん
、実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
科
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。自
身
で
問

題
を
見
つ
け
て
取
り
組
む
実
践
的
な
チ

カ
ラ
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、環
境
問
題
に
限
ら
ず
、卒
業

後
の
実
社
会
で
も
す
ぐ
に
応
用
で
き
る

社
会
人
基
礎
力
が
磨
か
れ
ま
す
。

4
年
間
の
学
習
の「
集
大
成
」

と
し
て
の
卒
業
研
究

自
分
で
探
し
だ
し
た
問
題
を
最
大
限
の

努
力
を
傾
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
得
ら

れ
る
最
大
の
収
穫
、そ
れ
は
自
分
の
視
点

で「
社
会
の
一
端
が
は
っ
き
り
と
見
え
る

よ
う
に
な
る
」こ
と
、１
５
０
０
日
あ
る

大
学
生
活
総
決
算
と
し
て「
自
分
が
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
る
」こ
と
で
す
。

「
環
境
で
鍛
え
た
チ
カ
ラ
は
、

社
会
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
」

市
民
や
行
政
、企
業
に
対
し
、言
わ
ば
環
境

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
立
場
で
政

策
・
計
画
を
立
案
。持
続
可
能
な
社
会
に
導

い
て
い
く
た
め
の
能
力
を
磨
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、机
上
だ
け
で
は
な
く
、ま
ち

づ
く
り
や
環
境
活
動
の
現
場
に
飛
び
込
み
、

答
え
の
前
に
問
題
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る『
生
き
た
学
び
』を
実
践
し
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
培
う「
発
想
す
る
」「
提
案
す
る
」

「
全
体
を
見
通
す
」「
物
事
を
推
進
さ
せ

る
」と
い
っ
た
力
は
、社
会
で
求
め
ら
れ

る
普
遍
的
な
ス
キ
ル
。

ど
ん
な
分
野
で
も
通
用
す
る
人
材
と
な
っ

て
、将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。 

卒業研究

問題発見

調査
分析

問題解決
の糸口発見

学
生
自
ら
探
し
だ
し

た「
問
題
」を
も
と
に

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

を
決
め
ま
す
。

テ
ー
マ
に
あ
っ
た
研

究
室
で
教
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
調
査
方
法
で

研
究
を
進
め
ま
す
。

調
査
・
分
析
に
よ
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、「
問
題
解
決
」

す
る
た
め
の
糸
口
や

課
題
を
発
見
し
ま
す
。

https://depp-usp.com/about/class
授業についての詳しい情報はこちら

政策計画演習

政策形成・施設演習

ファシリテーション技法・演習 応用統計学
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環境経営学

環境社会学

環境法

環境経済学 国際環境資源論

環境政策学 地域環境政策論

水環境政策論 廃棄物管理論 など

合意形成支援技法・演習 環境シミュレーション

GIS演習

地域調査法

環境情報 環境経済演習 基礎統計 環境計画学

など

社会調査実習

社会システム分析設計・演習 市民参加論

環境マネジメント演習

など

地球環境システム論



洪水ハザードマップには、浸水の深さやいざというとき
の避難方法が書かれています。しかしこれは、裏を返せ
ば安全度マップと見ることができます。それなら、普段の
まちづくりにも活用できるのではないかと考えました。

【民間企業】パナソニック㈱、㈱村田製作所、富士通㈱、
大和ハウス工業㈱、(株)LIXIL、ソフトバンク㈱、㈱エ

ヌ・ティ・ティ・データ、みずほ情報総研㈱、西日本高速道路(株)、西日本旅
客鉄道㈱、南海電気鉄道㈱、㈱阪急交通社、日本通運㈱、日本郵便㈱、㈱電
通テック、㈱平和堂、野村證券㈱、明治生命保険(相)、(株)三井住友銀行、
㈱滋賀銀行、㈱大垣共立銀行、京都中央信用金庫
【公務員】国土交通省、北陸農政局、近畿運輸局、国税専門官、滋賀県、岐阜
県、静岡県、滋賀県警察、彦根市、大津市、京都市、横浜市、京都市立小学校
【その他】青年海外協力隊、琵琶湖環境科学研究センター、草津市議会議員

滋賀県立大学、東京大学、東京工業大学
京都大学、名古屋大学、九州大学など

洪水ハザードマップを安全・便
利なまちづくりに活用したい！

安全性、利便性に着目し、解析

過去の卒業研究

https://depp-usp.com/about/soturon
研究室や過去の卒業研究のリストはこちら

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

洪水氾濫シミュレーションを行い、予想浸水深などか
らそれぞれの場所の安全性を評価。“期待被害率”とい
う指標で表現しました。
また、利便性は、駅・商店・病院など暮らしに欠かせない
施設からの距離で評価しました。徒歩圏内だととても
便利です。

安全性と利便性、これら２つの視点からの評価を重ね合わ
せ、安全で便利な場所を表したマップを作成しました。 ハ
ザードマップに示された水害リスク情報は、避難時にだけ
活用するのではなく、まちづくりにも活用できそうです。

こ
の
学
科
は
文
系
？
理
系
？

環
境
問
題
が
あ
る
現
場
に
文
系
理
系
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
の
視
点
も
必
要
な
の
で
す
。

教
員
も
文
系
理
系
の
ど
ち
ら
の
専
門
家

も
所
属
し
て
い
ま
す
。

数
学
や
理
科
の
持
つ
理
系
的
思
考
は
大

事
で
す
し
、国
語
や
地
歴
・
公
民
の
持
つ

文
系
的
思
考
も
大
事
な
の
で
す
。

何
か
資
格
が
取
れ
る
？

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許(

公
民)

、学
芸

員
資
格
、社
会
調
査
士
資
格
、G
I
S
学

術
士
資
格
、地
域
調
査
士
資
格
、自
然
再

生
士
補
資
格
な
ど
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

授
業
以
外
で
の
課
外
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
は
あ
る
？

課
外
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

全
学
の
学
生
地
域
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム「
近
江
楽
座（
お
う
み

ら
く
ざ
）」が
あ
り
ま
す
。

本
学
科
の
学
生
も
、滋
賀
県

東
近
江
市
で
お
茶
づ
く
り
を

実
践
す
る
『
政
所
茶
レ
ン

゛
茶
ー（
ち
ゃ
れ
ん
じ
ゃ
ー
）』

や
、宮
城
県
南
三
陸
町
に
て

地
域
復
興
・
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
・
運
営
す
る『
た
の

う
ら
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』な
ど
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、環
境
系
サ
ー
ク
ル
で

の
活
動
を
通
じ
て
、環
境
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
生
も
多

く
い
ま
す
。

海
外
留
学
に
行
け
る
？

大
学
の
交
換
留
学
制
度（
北
米
、オ
セ
ア
ニ

ア
、欧
州
、ア
ジ
ア
）を
利
用
す
る
な
ど
、自

分
の
興
味
に
応
じ
た
留
学
が
で
き
ま
す
。

留
学
経
験
を
も
と
に
卒
業
研
究
を
し
た

先
輩
も
い
ま
す
。

過
去
の
卒
業
生
の
進
路
は
？

ど
の
よ
う
な
職
種
に
も
間
口
は
開
か
れ
て

い
ま
す
。環
境
問
題
を
考
え
る
こ
と
で
身

に
つ
け
た
チ
カ
ラ
は
、ど
ん
な
分
野
に
も

通
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、幅
広

い
職
種
へ
の
進
路
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

北川 大雅 さん（2018年度卒業）

海抜１メートルの島国ツバル。環境問題は地球温暖化によ
り生じた海面上昇だけではありません。
狭い国土で処理しきれなくなったごみ、水質汚染。遠く離れ
た異国の地の、山積みの問題へと挑みます。

開発途上国の小さな島、ツバル
増えつづけるごみをどう管理す
ればいいの？

聞き取り調査・アンケート調査
を実施

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

分別してごみを捨てない住民がいることを聞き取り調査で
把握したり、ツバルの住民にアンケート調査を行いました。

アンケートから、プラスチックごみの存在しない離島から
の移住者が特に分別できていないことを把握しました。ま
た、都市での居住年数が増えるほど、分別に適応していく
ことが分かりました。結果をもとに、ごみ収集作業の効率
化にむけた政策提案をしました。

松浦克彦 さん（2012年度卒業）

研究
その２

研究
その1

https://depp-usp.com/prof
この学科の教員紹介

幅広い専門分野の教員から学べます
教員一人当たり学生の数はわずかに4名。1回生から少人数のゼミ
が始まり、教員との距離が近い学科です。

人文地理学、環境地理学、都市社会地理学

環境法、環境政策

環境経営、森林政策・計画、資源・環境経済

流域政策・計画学、水工学、応用生態工学

行動経済学、環境経済学、開発経済学、地域経済・政策論

環境経済学、環境政策論

市民参加・協働、NPO/NGO、環境社会学

湖沼流域ガバナンス、水資源管理、住民参加、意思決定手法

環境計画、環境政策、土木環境システム

上下水道、微量化学物質管理、水質モニタリング

環境工学、社会-生態システム、エネルギーシステム

環境システム学、ライフサイクル評価、廃棄物管理

香川 雄一

上河原 献二

高橋 卓也

瀧 健太郎

村上 一真

林 宰司

平岡 俊一

平山 奈央子

和田 有朗

大方 正倫

堀　啓子

吉川 直樹
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